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The purpose of this study is to point out the characteristics of college town focusing on the students’ use of shops 
and restaurants around the university by comparison between ‘Waseda’ as typical college town and ‘Hosei’ as 
ambiguous one. From the questionnaire survey for the students, the following points were clarified: 1) while 
staying time in the university site in Waseda is more than 3 times in Hosei, they don’t feel comfortable so much. 
2) Variation of activity is abundant in Waseda, especially drinking activity is active. 3) While the students in 
Waseda showed high sense of belonging to the neighborhood, those in Hosei tend to emphasize the traffic 
convenience. 
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１．	はじめに 
（１）研究背景 
80 年代に多くの学生で賑わっていた「学生街」は，近
年大学の移転や不況の煽りにより，活気を失っていると
の多くの指摘がある．研究報告近未来型成熟社会のプロ
トタイプとしての「学生街」1)には，昔の「学生街」は消
滅したが，今様の新しい「学生街」が出現し，現代の学生
に受け入れられているとあり，現代の大学生にとっての
「学生街」では，学生の“溜り場”は分散し，大学周辺は
選ばれなくなっており，もはや「学生街」は存在せず，「大
学街」しか存在しないとある．しかし，「かつての学生街
が持っていた大学と自分の部屋の間の，とまり木のよう
に休息できる，自分の居場所と思えるような居心地の良
いアジール（聖域）のような空間が学生にとって必要であ
る」ともあった．「学生街」について語られるとき，筆者
の青春時代の体験などが併せて語られるなどノスタルジ
ックなことが多く，「学生街」は単なる商業集積地帯とい
う言葉では言い換えられないものであり，街での体験が
大きく影響を与えていると考えられ 
る． 
（２）研究目的 
学生が大学周辺地域を活発に利用し「学生街」として成
立していた心的要因が利用者である学生の“居心地の良
さ”であると仮定し，現在の大学周辺地域に学生が“居心
地が良い”と感じる空間が存在するのか，またそれはどの
ように利用されているのか明らかにし，学生街と学生街
でない地域の比較を行うことで，特定対象者の活動誘発
の基礎的研究となると考えられる． 
よって，大学周辺地域の学生の生活について以下の三
点を本研究の目的とする． 
①店舗・施設の利用状況を明らかにする． 
②地域全体及び，店舗・施設の評価とその要因を明らかに
する． 
③①，②をふまえ学生街，非学生街での差異を明らかにす
る． 
（３）研究の方法 
学生街とされる地域（以下，学生街），及び学生街とさ
れない地域（以下，非学生街）の学生の店舗・施設利用状
況に着目し分析を行う．調査として．対象地域に通学する
学生を対象とした，日常的に利用する店舗・施設とその店
舗・施設の利用状況を問うアンケート調査を行う．店舗・
施設の利用状況を数量的分析とテキストデータ分析を行
い把握していく． 
（４）既往研究 
学生街について言及のある既往研究として江藤 2)は，学
生街とは，学校に通う学生たちが集い，彼らになんらかの
利便性がある街空間だと考えていいだろうとしている．
一般的な学生街としてのイメージもおおよそこのような
ものだと考えられるが，大学やその他学校が存在しても
学生街のイメージがない場合などもあり定義がされてい
ないのが現状である． 
また，具体的な条件として述べられている例として，徐
ら 3)は，学生や教職員のための娯楽的施設や他の諸サービ
ス施設，学生用の下宿やアパートがある程度設けられて
いる地域を指すとしており，研究対象地域の夜間人口で
18 から 22 歳までの比率を参照し，これが一般地域より約
20 パーセント以上上回る場合学生街があると判断してい
るが具体的な学生の活動までは言及されていない． 
２．	本研究で用いる概念 
（１）過去文献の整理 
Keyword：「学生街」の記載がある文献をリスト化し以
下の二点について整理した． 
①「学生街」として扱われている具体的な地域． 
② 文献内での「学生街」の定義方法． 
文献の調査は，NDL-OPAC(国会図書館 )及び， J-
STAGE(学術論文)，CiNii(学術論文)を使用し，図書：14 件，
記事：22 件，学術論文：48 件(閲覧可能 46 件)のリスト化
及び整理を行った．以下に整理時の傾向をまとめる． 
表２にあるように既存文献では日本国内において「学
生街」として取り上げられる地域は早稲田・高田馬場地域
が圧倒的である事が分かる．また，各文献の「学生街」と
いう言葉の使用され方をまとめると表１のように，ある
地域が「学生街」として記述されていても“学生街である
〇〇”のように既成イメージをそのまま使用しており具
体的定義が無い場合が大半であった．定義がある場合は，
学生による街の利用，つまり，店舗・施設が利用される地
域のことを指す場合が過半数を占めている．生活に全般
に関わる，飲食店，販売店，銭湯や麻雀，ビリヤードなど
の娯楽店までの利用を指す場合が多いが，飲食店が取り
上げられる際，「喫茶店」に関しての記述が必ずと言って
いいほど確認出来た．溜り場や集いの場として登場して
いることから，著者の学生時代の思い出の舞台として印
象強く残っている場合が多いようである．関連して，図
書・記事．学術論文ともに楽曲「学生街の喫茶店」に関す
るものが多く，舞台となった早稲田の「学生街」としての
イメージ形成に少なからず影響していると推測出来る．
また，大部分の文献で「学生街」という言葉を記述する際
に明確な定義はなく文脈から判断する形式となった．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）「学生街」の定義 
前項までの整理より，「学生街」とは学生の大学周辺地
域の活発な店舗などの利用を背景に形作られて来ている
ものと仮定する．また，心象風景として「学生街」が多く
取り上げられていたことから，単に学生が多く利用する
大学周辺地域の商業集積地帯という概念だけで無く，“溜
まり場”といった言葉にも含まれるように街が人と人と
が繋げる一つの役割を担っていたと考えられる．半田 5)は
総じてこれを「居心地の良い空間」と言い表しているおり．
以上を踏まえ，本研究では「学生街」を学生の店舗・施設
の利用と学生の居心地の良い空間の存在という２つの側
面を持つと定義する． 
 
３．	調査 
（１）対象地 
「学生街」とされる地域と「学生街」とされない地域の
比較を行う．本研究では，「学生街」を学生の街の利用で
形成されると定義する為，早稲田・高田馬場地域(以下，
早稲田)，「学生街」とされない地域として市ヶ谷・飯田
橋地域(以下，法政)の 2 つの地域を対象地域とする． 
（２）アンケート調査 
学生が大学周辺地域でどのような店舗・施設を利用し
活動をしているか対象地域に通学する大学生を対象にア
ンケート調査を行った．調査項目は過去 6 ヶ月以内に利
用した全店舗・施設，具体的な活動の記入を記述形式で行
った(表３，表４)． 
 
表２ 「学生街」として扱われる地域 
表１ 「学生街」の定義方法 
記載数
店舗全般 8
飲食店 4
古書店 1
スーパー・コンビニ 1
5
4
5
4
53
「学生街」の定義
学生の街の利用（店舗利用）
学生が居住しているか
学生の心的背景
学校数の多さ
酒場として
定義なし
早稲田・高田馬場 13
神田・神保町 9
御茶ノ水 7
本郷 5
三田 4
京都市 4
仙台市青葉区 2
福岡市 1
豊島区 1
大根（神奈川） 1
カルチェ・ラタン 9
パリのラタン区 1
パリのラテン区 1
パリ南部 1
パリ 1
ボストン 2
デトロイト 1
レキシントン 1
イサカ 1
オークランド 1
ハイデルベルグ 1
ヴュルツブルグ 1
西ベルリン 1
新村 2
ソウル 1
イタリア ボローニャ
オーストリア ウィー ン
1
1
アメリカ合衆国 6
ドイツ 3
韓国 3
「学生街」とされる地域 記載数
日本 48
フランス 13
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．	居心地と滞在時間の分析 
（１）分析方法 
集計データ内の過去半年以内に利用した店舗・施設の
訪問頻度，平均滞在時間から学生が大学周辺地域にどの
程度滞在しているか比較する．比較検討の事前準備とし
てアンケート結果(数値データ)の標準化作業を行う．店
舗・施設訪問頻度及び，地域訪問頻度を以下の式に従い変
換した． 
店舗・施設滞在時間[分/月]＝ 
店舗・施設訪問頻度[回/月]×平均滞在時間[分/回] 
一人当たりの店舗・施設滞在時間[分/日]= 
店舗・施設滞在時間[分/月]の回答者計÷地域訪問頻度[日
/月] 
（２）対象地域ごとの滞在時間の分布 
平均一日当たり早稲田では平均約 44 分，法政では平均
約 31 分の地域滞在時間の差が確認出来た．早稲田と法政
を比較すると早稲田の一人あたりの店舗・施設滞在時間
の標準偏差は 0.629，26.83，対して，法政は 31.03 と分散
しており，法政大学では学生間の地域滞在時間の差が大
きくなっていることが分かる（図１）．また，法政では一
人あたりの店舗・施設滞在時間は 0～20(分/日)間に約半数
が分布し，平均より少ない滞在時間であり，一部の学生が
長時間の滞在していることが確認出来る． 
（３）店舗・施設分類別居心地及び滞在時間（表５） 
店舗・施設の種別での分析を行った結果，早稲田は，コ
ンビニ以外で法政より長い滞在時間であった．両地域の
特徴として居酒屋及び，飲食店での滞在時間が比較的高
くなる傾向が見られた．居酒屋では飲み会などの長時間
の滞在が影響しており，飲食店は日々の食事の為の利用
が要因だと考えられる．法政では次いでコンビニエンス
ストアの滞在が最も長くなり，早稲田では最小値を示す
という地域差が表われた．また，早稲田の大学構内での滞
在時間は法政の約 3 倍となり大学構内施設の利用も活発
であることが分かる．両地域でカフェが平均店舗・施設居
心地の最大値を示すことが明らかになった．大学構内で
は法政は高い居心地を示すが滞在時間が短くなり，早稲
田はその逆の傾向を示していた． 
	 居心地レベルに分割した滞在時間(表６)に着目すると，
早稲田の学生が居心地が良いと感じるカフェに長期滞在
する傾向があることが明らかになった．これは，平均居心
地にも表れている(表５)．また，大学構内では滞在時間は
長くなるが，居心地は良いと感じていないことが明らか
になった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．	店舗・施設内での活動 
（１）分析方法 
店舗・施設内活動及び，大学周辺地域の居心地要因の記
述データの分析にテキストマイニングを用いた．テキス
トマイニングとは，大量のテキストデータから隠れた情
報の特徴，傾向，相関関係を探し出す技術で，本研究では，
既往研究において幅広く利用されているテキストマイニ
ングソフトウエアの KHCoder5)を利用した． 
KHCoder は日本語テキスト型データを計量的な分析を
行えることが特徴であり，単語分割や頻出語の抽出，解
析・出力する． 
表３ アンケート調査項目 
表４ 回答者属性 
表５ 店舗分類別平均居心地及び滞在時間[分/月] 
図１ 一人あたりの滞在時間[分/日]のヒストグラム	
対象地域 対象大学 性別 回答者計
早稲田大学
早稲田キャンパス
西早稲田キャンパス
戸山キャンパス
法政大学
市ヶ谷キャンパス富士見坂校舎
市ヶ谷キャンパス田町校舎
早稲田 男性：27女性：18 45名
法政 51名男性：29女性：22
調査項目i a.店舗・施設名
b.利用目的
c.利用頻度[7段階]
d.平均滞在時間
e.同伴人数
f.居心地の良さ[7段階]
g.具体的な活動・利用目的[記述]
調査項目ii a.周辺地域の居心地の良さ[7段階]
大学周辺地域 b.aを選択した理由[記述]
調査項目iii a.性別
回答者の属性 b.学年
c.地域訪問頻度
6ヶ月以内に利用した店舗・施設
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
KHCorder により，店舗・施設内の居心地要因に関する
記述と周辺地域の居心地要因に関する記述を対象地域ご
とに一つのテキストデータとして分析し統計量を算出し
た(表７)．店舗・施設内の居心地要因では早稲田が法政の
一店舗・施設当たりの使用単語数が約 1.6 倍も使用してい
た．また，単語の出現回数の取り扱いについてだが，本研
究では，対象地域比較を行う際に，各単語の出現回数を各
テキストデータの総抽出単語数で除した出現率を使用し
て考察を行っていく． 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）活動に関する単語の抽出方法 
品詞の関係なく店舗・施設内での活動と見なされる単
語の抽出を行った．まず，活動と見なされる動詞，例えば，
「食べる」や「打ち上げる」など．次に，動詞以外で単語
に「～をする」を補い，活動と見なせる単語の二つである． 
また，その活動は「勉強」，「会話」といった具体的に
何をするか想像の出来る単語と，「暇潰し」，「だらだら」
といった具体的な活動の想像は出来ないが店舗・施設内
での何らかの活動の存在を示唆する単語に分類す 
ることが出来る．前者を，「活動単語」，後者を「活動連
想単語」とし，地域ごとに抽出した(表８，表９)． 
（３）活動単語の考察 
a)活動単語（表８） 
出現回数に着目すると早稲田の方が法政よりも 186 回
も多く活動単語が出現し，単語の種類も早稲田が 25 個も
多くなる結果となり，早稲田での店舗・施設内活動の活発
さが確認出来る． 
「食事」，「食べる」，「昼食」，「ご飯」の約 3 割が
食事中心の店舗・施設の利用であることが分かる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	 また，「飲む」，「打ち上げる」，「オール」といった
飲酒活動に関する単語に着目すると，早稲田で 15.21%，
法政で 5.86%の出現率を示し，約 10 ポイントと大きな差
が出た．これは，早稲田の“早稲田生が飲み会で良く利用
している，店員が寛容，騒いでいる”といった記述にもあ
るように早稲田での学生による飲酒活動が法政よりも活
発であることが推察される．さらに，「カラオケ」，「麻
雀」など娯楽に関する単語は，両地域で出現率は高くない
ものの，早稲田で 13 種類，法政では 1 種類の出現となり，
早稲田の方が多様な娯楽活動が行われていることが分か
る． 
b)活動連想単語（表９） 
活動連想語は学生が店舗・施設内でどのように過ごし
ているか具体的な活動に付随する様子としてうかがうこ
とが出来ると考えられる．早稲田では，「騒ぐ」，「わい
わい」といった学生が多く存在する街の様子や，活動語の
「打ち上げる」，「飲む」といった学生の飲酒活動を連頻
させる単語と関連性も考えられる．早稲田では「居座る」
という活動連想語が使用されていたが，長時間の滞在を
連想させる単語であり，「居座れる」という単語も確認で
きることから，店舗・施設の受け皿としてのポテンシャル
が評価されている可能性がある．また，法政 
で出現率が比較的に高くなっている「済ませる」から，短
時間での食事などの活動が行われていることが推測出来
る．また，両地域に「暇潰し」，「時間潰し」といった活
動連想語が出現しており，授業間や待ち合わせなどの空
き時間に店舗・施設を利用していることが考えられ学生
特有の店舗・施設の利用が活動連想語から確認出来た．活
動連想語全体からは「だらだら」，「ゆっくり」「落ち着
く」といった学生の落ち着く場として店舗・施設が利用さ
れていることも分かった． 
c)飲食物関連単語（表１０） 
	 具体的な飲食物の単語の出現率，単語種類の数はどち
らも早稲田の方が高くなる結果となった．これは，早稲田
の方が多様な飲食活動を行っていることが分かり，記述
に特定の品が出現することで，その提供される商品が目
的でその店舗を利用していることが考えられる． 
 
表６ 店舗・施設分類別－店舗・施設居心地別滞在時間[分/月]	 上段：早稲田，下段：法政 
早稲田 法政 早稲田 法政
8605(191) 5993(118) 1403(31) 1384(27)
4926(109) 3515(69) 866(19) 832(16)
797(18) 529(10) 290(6) 256(5)
総抽出語数
異なり語数
店舗・施設内の居心地要因の記述 大学周辺地域の居心地要因の記述
総文字数
表７ テキストデータの統計量 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表８ 店舗・施設活動単語	 左：早稲田，右：法政 
表１０ 店舗・施設飲食物単語	 左：早稲田，右：法政 
活動単語 出現回数 出現率 活動単語 出現回数 出現率
食事 105 21.30 飲める 2 0.4
飲む 60 12.17 泳ぐ 2 0.4
食べる 57 11.56 トランプ 1 0.2
昼食 29 5.88 バイト 1 0.2
購入 26 5.27 バトル 1 0.2
ご飯 24 4.87 ファイト 1 0.2
話す 19 3.85 待ち合わせ 1 0.2
研究 18 3.65 長話 1 0.2
買う 18 3.65 麻雀 1 0.2
会話 15 3.04 野球 1 0.2
買物 13 2.64 お祝い 1 0.2
カラオケ 10 2.03 議論 1 0.2
買い出し 10 2.03 喫煙 1 0.2
打ち上げる 9 1.83 作業 1 0.2
ランチ 5 1.01 撮影 1 0.2
買い物 5 1.01 集合 1 0.2
お茶 4 0.81 充電 1 0.2
マージャン 4 0.81 卓球 1 0.2
おしゃべり 4 0.81 調達 1 0.2
デート 4 0.81 読書 1 0.2
立ち読み 3 0.61 バッティング 1 0.2
勉強 3 0.61 ウイイレ 1 0.2
お昼 3 0.61 語る 1 0.2
アンケート 2 0.41 語れる 1 0.2
オール 2 0.41 集まる 1 0.2
遊び 2 0.41 話せる 1 0.2
軽食 2 0.41 のむ 1 0.2
話 2 0.41 のめる 1 0.2
ダーツ 2 0.41 吸える 1 0.2
ウィンドウショッピング 2 0.41
早稲田
活動単語 出現回数 出現率 活動単語 出現回数 出現率
食べる 58 18.89 準備 1 0.326
食事 47 15.31 相談 1 0.326
ご飯 37 12.05 買い物 1 0.326
会話 34 11.07
昼食 30 9.77
購入 14 4.56
飲む 11 3.58
勉強 7 2.28
話す 7 2.28
ランチ 6 1.95
課題 6 1.95
打ち上げる 6 1.95
買い出し 4 1.30
夕食 4 1.30
バイト 3 0.98
打ち合わせ 3 0.98
充電 3 0.98
練習 3 0.98
話 3 0.98
話せる 3 0.98
お喋り 2 0.65
カラオケ 2 0.65
夕飯 2 0.65
テスト 2 0.65
飲食 2 0.65
オール 1 0.33
集まり 1 0.33
会議 1 0.33
間食 1 0.33
軽食 1 0.33
法政
飲食物 出現回数 出現率 飲食物 出現回数 出現率
ご飯 24 15.69 オニオン 1 0.65
ラー メン 10 6.54 カップめん 1 0.65
酒 8 5.23 ギョー ザ 1 0.65
油そば 7 4.58 トマト 1 0.65
コー ヒー 5 3.27 ドリンク 1 0.65
鍋 5 3.27 ハム 1 0.65
肉 5 3.27 ピザ 1 0.65
カレー 4 2.61 フー ド 1 0.65
飲み物 4 2.61 ポテト 1 0.65
寿司 4 2.61 ワイン 1 0.65
定食 4 2.61 串カツ 1 0.65
お茶 4 2.61 鶏肉 1 0.65
オムライス 3 1.96 焼き肉 1 0.65
ハンバーガー 3 1.96 生ビール 1 0.65
焼肉 3 1.96 豚カツ 1 0.65
食べ物 3 1.96 野菜 1 0.65
中華 3 1.96 和食 1 0.65
うどん 3 1.96 餃子 1 0.65
キャベツ 2 1.31 レッドブルウォッカ 1 0.65
チキン 2 1.31 たらこスパ 1 0.65
パスタ 2 1.31 テイクアウトドリンク 1 0.65
パン 2 1.31 ミラノ風ドリア 1 0.65
ビール 2 1.31 食べ放題 1 0.65
飲料 2 1.31 おにぎり 1 0.65
家系 2 1.31 そば 1 0.65
食料 2 1.31 麺 1 0.65
カツ 2 1.31 丼 1 0.65
ナン 2 1.31
ドリンクバー 2 1.31
めん 2 1.31
早稲田
飲食物 出現回数 出現率
ご飯 37 40.66
ラー メン 12 13.19
パン 6 6.59
飲み物 5 5.49
ケーキ 3 3.30
食べ物 3 3.30
明太子 3 3.30
お菓子 2 2.20
サラダ 2 2.20
焼肉 2 2.20
麺 2 2.20
丼 2 2.20
アイス 1 1.10
カレー 1 1.10
スープ 1 1.10
プリン 1 1.10
飲みもの 1 1.10
焼き肉 1 1.10
抹茶 1 1.10
スープバー 1 1.10
ドリンクバー 1 1.10
おでん 1 1.10
とんこつ 1 1.10
みそ 1 1.10
法政
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
また，早稲田で二番目に多く出現した飲食物は法政に
は出現しない「酒」であり，前述した活発な飲酒活動へ 
の示唆とも合致する結果となっている．さらに，早稲田で
は「ビール」，「生ビール」，「ワイン」といった具体的
な酒類が出現していることも特徴的である． 
さらに，早稲田でのみ見られる「コーヒー」，「お茶」
という単語からカフェ利用の活発さと飲料を目的とした
店舗利用から，食事以外の目的を持った店舗内での活動，
つまり，会話や，滞在など同伴者や一人で“過ごす”こと
が目的の店舗利用が伺える． 
具体的な品目に言及すると「ラーメン」が両地域で最も
多く出現しており，早稲田においては次いで「油そば」，
「家系」も確認でき，麺類店舗の活発な利用が確認出来た． 
 
６．	大学周辺地域の居心地に対する心理的要因 
（１）頻出語分析（表１１） 
 早稲田で，地域名である「高田馬場」，「早稲田」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
といった単語や「学生」，「早大」という単語が確認出 
来た．しかし，法政では地域名の出現は「田町」，「市ヶ
谷」，「飯田橋」と早稲田と比較し半分程度に留まった．
さらに，「交通」や「新宿」，「渋谷」といった単語の出
現から，都心部であることからの電車で他地域へのアク
セスの良さが周辺地域の居心地の良さに影響を与えてい
る可能性を示唆している．これらのことから，法政よりも
早稲田の方が，比較的地域利用と学生の「学生」であるこ
との意識が高く地域への帰属意識が高い可能性が読み取
れた． 
早稲田のみに出現する「汚い」，「悪い」といったネガ
ティブな単語に着目すると，「汚い」は「駅前」や「ロー
タリー」の汚さを指摘しており，地域のマイナスな面にも
触れている学生の存在が確認できた．「悪い」は「学生」
の「マナー」の悪さや「サークル」の素行の悪さについて
指摘していた．さらに，「居心地」に着目すると，周辺地
域の居心地が良いと記述しても“居心地はいいが， 
汚いところがあるのは否めない”といったように，地域 
の不評の記述が必ず伴っており，このとこからも学生の 
地域への帰属意識の高さが伺えた．また，前項まで述べ 
ていた，「居酒屋」，「飲み屋」，「カフェ」利用の高 
さを裏付ける“高田馬場駅周辺や大学から高田馬場駅間
には居酒屋やカフェもあり”という記述も確認できた． 
次に，法政で特徴的なのが「コンビニ」の出現率の高さ
である．早稲田には出現せず，記述中にも“コンビニや銀
行もあるし困らない”，“コンビニ，ファミレス等意外と
便利”といったコンビニエンスストアの利便性に関する
記述が地域の居心地の要因に関する記述の中に出現した
ことから，周辺地域にコンビニエンスストアが多数存在
し学生の生活を支える柱となっていることが分かる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表９ 店舗・施設活動連想単語	左：早稲田，右：法政 
活動連想語 出現回数 出現率
落ち着く 10 16.67
だらだら 10 16.67
ゆっくり 9 15.00
長居 6 10.00
済ませる 5 8.33
時間潰し 4 6.67
暇潰し 3 5.00
過ごす 3 5.00
ワイワイ 3 5.00
滞在 2 3.33
楽しめる 2 3.33
くつろげる 1 1.67
のびのび 1 1.67
ゆったり 1 1.67
法政
活動連想語 出現回数 出現率
ゆっくり 13 17.33
落ち着く 13 17.33
暇潰し 8 10.67
のんびり 7 9.33
長居 6 8.00
騒ぐ 4 5.33
済ませる 3 4.00
居座る 3 4.00
だらだら 2 2.67
滞在 2 2.67
時間潰し 2 2.67
騒げる 2 2.67
居座れる 2 2.67
わいわい 1 1.33
和める 1 1.33
徹夜 1 1.33
団欒 1 1.33
楽しめる 1 1.33
過ごす 1 1.33
おちつく 1 1.33
息抜き 1 1.33
早稲田
表１１ 周辺地域頻出語 50	左：早稲田，右：法政 
頻出語50 出現回数 出現率 頻出語50 出現回数 出現率
多い 24 6.32 意味 2 0.53
学生 12 3.16 駅前 2 0.53
店 12 3.16 感じる 2 0.53
飲食 8 2.11 居酒屋 2 0.53
駅 7 1.84 狭い 2 0.53
人 7 1.84 言う 2 0.53
近い 6 1.58 好き 2 0.53
大学 6 1.58 行く 2 0.53
良い 6 1.58 思う 2 0.53
居心地 5 1.32 周辺 2 0.53
高田馬場 5 1.32 出来る 2 0.53
汚い 4 1.05 少ない 2 0.53
街 4 1.05 食事 2 0.53
公園 4 1.05 静か 2 0.53
便利 4 1.05 設定 2 0.53
歩く 4 1.05 早大 2 0.53
アクセス 3 0.79 騒がしい 2 0.53
悪い 3 0.79 存在 2 0.53
安い 3 0.79 大学生 2 0.53
早稲田 3 0.79 値段 2 0.53
利用 3 0.79 地域 2 0.53
いつ 2 0.53 道 2 0.53
キャンパス 2 0.53 範囲 2 0.53
ラー メン 2 0.53 飯 2 0.53
ロータリー 2 0.53 非常 2 0.53
早稲田
頻出語50 出現回数 出現率 頻出語50 出現回数 出現率
多い 14 3.70 ご飯 2 0.53
良い 14 3.70 オフィス 2 0.53
交通 9 2.38 テラス 2 0.53
たくさん 7 1.85 感じ 2 0.53
コンビニ 7 1.85 狭い 2 0.53
店 7 1.85 空間 2 0.53
飲食 6 1.59 校舎 2 0.53
駅 6 1.59 行ける 2 0.53
便 6 1.59 困る 2 0.53
食べる 5 1.32 坂 2 0.53
便利 5 1.32 思う 2 0.53
近く 4 1.06 自然 2 0.53
施設 4 1.06 周り 2 0.53
充実 4 1.06 周辺 2 0.53
少ない 4 1.06 渋谷 2 0.53
場所 4 1.06 出来る 2 0.53
大学 4 1.06 処 2 0.53
遠い 3 0.79 食事 2 0.53
外濠 3 0.79 人 2 0.53
近い 3 0.79 清潔 2 0.53
銀行 3 0.79 田町 2 0.53
新宿 3 0.79 都心 2 0.53
買い物 3 0.79 東京 2 0.53
緑 3 0.79 特に 2 0.53
おしゃれ 2 0.53 難点 2 0.53
法政
７．	学生利用施設の空間分布 
（１）分析方法 
店舗・施設名から住所を特定し，アドレスマッチングサ
ービスにてジオコーディングを行った，学生の利用する
店舗・施設を地図上にプロットする． 
（２）早稲田 
早稲田の学生利用店舗・施設を以下に示す(図２)．高田
馬場駅周辺の店舗・施設が非常に多く利用されており，高
田馬場駅を大学最寄駅として利用する 15名以外も活発に
高田馬場駅周辺及び，キャンパスへの導線上などの店舗・
施設を利用しており，大学周辺地域の店舗・施設が活発に
利用されていることが確認出来た．  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）法政 
法政の学生利用店舗・施設を以下に示す(図３)．駅周辺
では狭い範囲での店舗・施設が確認出来たが，神楽坂での
店舗・施設の利用は広範囲に広がるという地区ごとに特
性が表れたが，早稲田と比較すると店舗・施設の利用は限
定的であることが確認出来た． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．	まとめ 
（１）結論 
本研究では学生街(早稲田)と非学生街(法政)を対象に
店舗・施設の利用状況と居心地の要因をアンケート調
査によって把握した．本研究の結論は以下の 3 点であ
る． 
a) 店舗・施設の滞在時間から学生の地域滞在時間の算
出を行い考察した． 
早稲田(学生街)の方が，法政(非学生街)より，店舗・施
設内での滞在時間が比較的長くなることが確認できた．
早稲田の学生は 20～40(分/日)の滞在が多く，法政は)約半
数が 0～20(分/日)の滞在をしていた 
b) 店舗・施設内での活動傾向をテキスト分析により明
らかにした． 
両地域で飲食活動を示唆する単語の出現が大半を占め，
特に早稲田に顕著にその特徴が表れた．さらに，活動及び
飲食物などヴァリエーションが豊かさや，活発な飲酒活
動やカフェなどでの滞在が確認でき，長時間滞在の可能
性を示唆する「居座る」といった単語や，店舗の従業員と
の交流が存在することも明らかになった．  
c) 大学周辺地域の居心地とその要因について分析し考
察した． 
早稲田で，地域名の出現が法政と比較し高い出現率を
示し，学生の地域への帰属意識の高さが明らかになった．
また，地域の居心地良さの要因が居酒屋やカフェの存在
によるものと回答する学生もおり，店舗・施設内の活動を
裏付ける記述も存在した．法政では，他地域へのアクセス
やコンビニエンスストアの存在による利便性が地域の居
心地の良さであるという結果になった． 
（２）今後の課題 
本研究では，学生街と非学生街との対象地比較を行っ
たが被験者の増加と対象地域を増加により一般性のより
高い考察を行うことができ，属性データに対する分析方
法は改良の余地があると考えられる．今後の展望として
店舗・施設の利用状況を記述データに付加した状態で空
間情報へ変換，空間分布の考察を行うことが上げられる． 
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